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地震・風水害等に備えて 
東日本大震災での御見舞・ご支援等のお知らせ 
第１回 那珂川町夢まつり参加者募集 
環境に関する人材育成奨励金を交付します 
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非常に危険な状態です。 
直ちに避難してください！ 
非常に危険な状態です。 
直ちに避難してください！ 

危
険
個
所
の
確
認
を 

9月1日は 
防災の日 

　
今
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東

日
本
大
震
災
」
で
は
、
当
町
で
も

震
度
６
弱
を
観
測
し
、
町
内
各
地

で
建
物
や
塀
の
損
壊
、
土
砂
崩
れ
、

道
路
の
破
損
や
水
道
管
の
破
裂
な

ど
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
 

　
ま
た
、
地
球
温
暖
化
が
叫
ば
れ

て
い
る
近
年
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
的

な
集
中
豪
雨
、
そ
れ
に
伴
う
水
害

や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
も
多
発

し
、
特
に
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は

風
水
害
等
の
自
然
災
害
の
脅
威
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

災
害
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す

取
り
組
み
は
今
す
ぐ
に
で
も
で
き

ま
す
。
普
段
か
ら
日
ご
ろ
の
防
災

に
対
す
る
備
え
を
万
全
に
し
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
あ
わ
て
な
い
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
 

　
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
一
昨
年
に

配
布
し
た
「
那
珂
川
町
防
災
マ
ッ

プ
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
防
災
マ
ッ
プ
を
見
れ
ば
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
区
に
ど
の
よ
う

な
危
険
個
所
が
あ
る
の
か
、
ひ
と

目
で
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
を
参
考

に
、
万
が
一
災
害
が
発
生
し
た
場

合
の
対
応
に
つ
い
て
、
ご
家
族
で

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
防
災
マ

ッ
プ
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
情
報
↓
防
災
↓
防

災
マ
ッ
プ
）
 

台風・洪水に備えて 台風・洪水に備えて 

避難情報が発令されたら 
住民のみなさんが取るべき行動 

避難準備情報 避難の準備を始めましょう 

避 難 勧 告 避難所へ避難を始めましょう 

避 難 指 示 避難所へ直ちに避難しましょう 

テレビやラジオなどからの
天気予報、災害情報に十分
注意してください。 
指定された避難施設を確認
してください。 
避難施設に持参する災害時
避難持出品の確認など避難
の準備を始めてください。 
避難に時間がかかると思わ
れる方（お年寄りや身体の
不自由な方、子どもなど）は、
避難を開始してください。 

1

落ち着いて避難を開始してく
ださい。 
ご近所に避難が困難な方がい
らっしゃいましたら、必要に応
じて避難の手助けをしてくだ
さい。 

1

2

2

3

4

3 広報なかがわ　平成23年 8月10日 

非常に危険な状態です。 
直ちに避難してください！ 

災
害
時
避
難
持
出
品
の
準
備 

　
避
難
の
と
き
に
持
ち
出
す
荷
物

は
必
要
最
小
限
に
し
、
置
き
場
所

を
決
め
て
持
ち
出
し
袋
に
ま
と
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
内
容

を
定
期
的
に
確
認
し
、
使
用
期
限
・

賞
味
期
限
等
の
切
れ
た
も
の
を
更

新
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
下
記

の
災
害
時
避
難
持
出
品
リ
ス
ト
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
）
 

自
主
的
な
避
難
準
備 

避
難
の
呼
び
か
け
に
注
意
を 

避
難
す
る
と
き
に
は 

　
雨
の
降
り
方
が
い
つ
も
と
違
う

と
感
じ
た
ら
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ

な
ど
の
最
新
の
気
象
情
報
、
災
害

情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

そ
の
と
き
に
い
る
場
所
の
周
辺
で

危
険
を
感
じ
た
ら
、
自
主
的
に
避

難
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
 

　
那
珂
川
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
避

難
が
必
要
と
判
断
し
た
と
き
は
、

音
声
告
知
放
送
、

防
災
行
政
無
線
、

サ
イ
レ
ン
、
広
報

車
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
等
、
あ
ら
ゆ

る
手
段
で
避
難
の

呼
び
か
け
を
行
い

ま
す
。
 

　
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
、
タ
バ
コ

な
ど
の
火
の
始
末
を
し
、
戸
締
ま

り
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
貴
重
品

や
災
害
時
避
難
持
出
品
を
忘
れ
ず

に
。
ま
た
、
親
戚
や
知
人
な
ど
に

避
難
す
る
こ
と
を
連
絡
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
 

　台風や豪雨などにより河川が増水しやすい季節に
なりました。震災により被害を受けた那珂川の堤防
など応急的な補修を行いましたが、地表から見えな
い亀裂や、土の緩みがあるおそれがあります。 

大雨・洪水には例年以上の警戒が必要です。 
　万が一の河川の氾濫に備えて、普段から避難先や
避難ルートを、町役場が作成しているハザードマッ
プ（防災マップ）でご確認ください。 
　また、堤防の崩れ・ひび割れ・漏水などを発見さ
れましたら、下記のいずれかへお知らせください。 
　常陸河川国道事務所　☎029－240－4061 
　那珂川上流出張所　　☎0287－82－3365 
 
　雨量・水位情報につきましては、次のホームペー
ジか電話応答装置をご利用ください。 
常陸河川国道事務所： 
http://www.ktr.mlit.go.jp/hitachi/index.htm 
川の防災情報：http://i.river. go.jp 
雨量・水位情報：☎029－240－4102

靴
は
運
動
靴
、頭
に
は
帽
子
・ 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
を 

お
年
寄
り
や
障
が
い
者
な
ど 

の
避
難
に
協
力
し
ま
し
ょ
う 

　
避
難
す
る
と
き
は
、
隣
近
所
に

声
を
か
け
複
数
で
避
難
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
お
年
寄
り
や
身
体
の

不
自
由
な
方
、
子
ど
も
な
ど
の
避

難
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
冠
水
し
た
道
路
は
マ
ン
ホ
ー
ル

の
ふ
た
が
外
れ
て
い
た
り
、
足
元

が
見
え
な
い
た
め
、
非
常
に
危
険

で
す
。
歩
き
や
す
い
運
動
靴
な
ど

を
履
き
、
手
を
つ
な
い
で
、
先
頭

の
方
は
長
い
棒
な
ど
で
確
認
し
な

が
ら
進
み
ま
し
ょ
う
。
頭
は
、
帽

子
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
防
災
頭
巾
な

ど
で
保
護
し
ま
し
ょ
う
。
 

～常陸河川国道事務所からのお知らせ～ 
台風・洪水に備えて 台風・洪水に備えて 台風・洪水に備えて 

はん らん 
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●東日本大震災で多くの方から見舞金等をいただきました。心より感謝を申し上げます。 

・宇都宮メディア・アーツ専門学校（宇都宮市） 
・栃木県町村会（宇都宮市） 
・全国町村会（千代田区） 
・日本3Ｂ体操協会　栃木県支部（益子町） 
・富士見工業株式会社（大田原市） 
・桜りん会（豊島区） 
・馬頭竹芸会（馬頭） 
・立正佼成会　宇都宮教会（宇都宮市） 
・那珂川町馬頭料飲組合（矢又） 
・栃木県自動車整備振興会　南那須支部（小川） 
・木村　誠（和見）  
・ホースヘッズ姉妹都市委員会（米国ニューヨーク州）　 
・日本労働組合総連合会栃木県連合会　那須地域協議会（大田原市） 
・シダックス株式会社（渋谷区） 
・全建総連栃木県建設労働組合（宇都宮市） 
　 
 

¥30,000 

¥478,572 

¥30,000 

¥100,000 

¥100,000 

¥100,000 

¥50,000 

¥100,000 

¥30,000 

¥100,000 

¥50,000 

¥318,240 

¥100,000 

¥1,000,000 

￥30,000 

合　計　¥2,616,812

（順不同、敬称略、7月20日現在） 

★これら町への義援金、見舞金、寄附金は、住宅が全壊又は半壊の方に配分されました。 

●東日本大震災で多くの方のご支援ご協力をいただきました。 
　　　　　　　　　　　　皆様の温かいお気持ちに感謝を申し上げます。 （順不同、敬称略） 

オープン！ 

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備 
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備 
※小動物から超大型犬（40kg以上） 

〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１ 
０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役　塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

掲載位置：各ページの下一段 
サ イ ズ：縦50㎜×横88㎜ 
料　　金：２色刷　　　　　　1回 5,000円～ 
　　　　　カラー刷（裏表紙）1回10,000円～ 
　　　　　※複数月連続掲載の場合は割引あり 
申込期限：掲載希望する月の初日の40日前 
　　　　　※8月20日までに申し込まれた場合、10月号 
　　　　　　から掲載可 
※詳しくは企画財政課広報広聴係（☎0287－92－1114） 
　までお問い合わせください。 

広報紙に広告を掲載しませんか？ 

◆セブンイレブン 小川町小川店（小川）◆セブンイレブン 那珂川町馬頭店（馬頭）◆那珂川町馬頭料飲組合（矢
又）◆洋風居酒屋　ラ・ヴィータ（那須塩原市）◆㈲リブ・ハウス（小川）◆美玉の湯（小砂）◆那珂川町消防団
1分団第 3 部（馬頭）◆足利銀行　馬頭支店（馬頭）◆テーブルマーク株式会社　東京本社（中央区）◆石井　勲
（高岡）◆有限会社　高野商事（富山）◆株式会社　富士薬品　黒磯営業所（那須塩原市）◆佐藤　廣行（芳井）
◆株式会社ピラミッド　栃木工場（芳井）◆株式会社 ベルーナ（上尾市）◆那珂川町歯科医師有志一同◆那珂川町
女性防火クラブ（馬頭）◆佐藤魚店（久那瀬）◆飯塚医院（馬頭）◆小川ECC（小川）◆星　健彦（久那瀬）◆山
本　美智子（馬頭）◆小林　茂雄（馬頭）◆雲水◆なかがわ水遊園（大田原市）◆那珂川町議会議員会◆浄法寺有
志◆荒井照通、星克彦（馬頭）◆久那瀬農産物販売組合（久那瀬）◆カットサロン大金（馬頭）◆那珂川町農村生
活研究グループ協議会（久那瀬）◆那珂川町西部営農集団（松野）◆斉藤　裕一（恩田）◆高田　寧子（馬頭）
◆株式会社　TKC（宇都宮市） 

第１回 

5 広報なかがわ　平成23年 8月10日 

こどもの夢まつり　～夢の風が吹く歩行者天国～ こどもの夢まつり　～夢の風が吹く歩行者天国～ 

こんな時代だから　主役はこども！ 
こんな時代だからこそ　夢まつり！ 

日時 ：平成23年8月27日（土） 午前9時00分開会 日時 ：平成23年8月27日（土） 午前9時00分開会 

午前8時から午後4時ま
で馬頭地区商店街が歩
行者天国となります。 

えりのあさん（ミュージシャン）、とちまるくん、なかちゃんと一緒！ 

１チーム５名構成、年齢制限なし、ただし年齢によるハンデ制 
※参加チームごとに一般的な幼児サイズの三輪車と、サポーター 
（ヘルメット、肘当て、膝当て）をご用意ください。 

えりのあさん（ミュージシャン）、とちまるくん、なかちゃんと一緒！ 

１チーム５名構成、年齢制限なし、ただし年齢によるハンデ制 
※参加チームごとに一般的な幼児サイズの三輪車と、サポーター 
（ヘルメット、肘当て、膝当て）をご用意ください。 

１チーム５名構成、年齢制限なし、ただし年齢によるハンデ制 
※参加チームごとに一般的な幼児サイズの三輪車と、サポーター 
（ヘルメット、肘当て、膝当て）をご用意ください。 

佐藤悠介　栃木佐藤悠介　栃木SCドリームアンバサダー、リンク栃木ブレックドリームアンバサダー、リンク栃木ブレック
ス選手、元プロ野球選手、元プロソフトボール選手など多彩なゲ
ストプレーヤーによるスポーツ教室 

佐藤悠介　栃木SCドリームアンバサダー、リンク栃木ブレック
ス選手、元プロ野球選手、元プロソフトボール選手など多彩なゲ
ストプレーヤーによるスポーツ教室 

○日時：８月１５日（月）　 
　　　　午前１０時より受付　１１時～１４時 
○場所：那珂川（天候により変更あり） 
○参加費：中学生以上1,000円、小学生500円、 
　　　　　※幼児（大人同伴のうえ入場可）無料 
○前売券：中学生以上　900円、小学生450円 
○前売券発売先：那珂川町観光協会事務局 
問い合わせ：那珂川町観光協会☎０２８７－９２－５７５７　　（実施会場：那珂川河川敷） 

問い合わせ：主催　那珂川町夢まつり実行委員会    
　　　　　　（事務局：那珂川町商工会 ☎0287－92－2249） 
　※イベント用保険への加入を予定しておりますが、ケガ等がないように保護者同伴でのご参加をお願いします。 

新那珂橋（通行止め） 新那珂橋（通行止め） 

★会場 ★会場 

会場入口 
（看板あり） 
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保
健
師
の
い
き
い
き
通
信
 

気
を
つ
け
よ
う
 

夏
休
み
の
食
事
・
生
活
 

　
幼
稚
園
や
学
校
が
夏
休
み
に
入

り
、
お
子
さ
ん
の
食
事
や
生
活
に

乱
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
新
学
期

を
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
今

か
ら
整
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

 ●
ま
ず
は
食
事
と
生
活
チ
ェ
ッ
ク
！
 

　
今
の
お
子
さ
ん
の
食
事
や
生
活

に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
項
目
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

□
朝
は
９
時
過
ぎ
ま
で
寝
て
い
る
 

□
朝
食
を
食
べ
な
い
、
も
し
く
は

朝
昼
兼
用
で
食
べ
る
 

□
朝
食
や
昼
食
は
パ
ン
な
ど
手
軽

な
も
の
で
済
ま
す
 

□
室
内
で
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
ゲ

ー
ム
を
し
て
過
ご
す
こ
と
が
多

い
 

□
お
菓
子
で
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
き
ち
ん
と
食
事
を
と
れ

な
い
 

□
夜
は
何
と
な
く
遅
く
ま
で
起
き

て
い
る
 

　
い
か
が
で
す
か
？
当
て
は
ま
る

項
目
が
多
い
人
ほ
ど
、
生
活
習
慣

が
乱
れ
て
い
ま
す
。
 

 ●
生
活
習
慣
の
乱
れ
が
新
学
期
に

影
響
し
ま
す
 

　
夏
休
み
に
乱
れ
た
生
活
習
慣
を

作
っ
て
し
ま
う
と
、
な
か
な
か
元

の
リ
ズ
ム
に
戻
れ
ず
、
生
活
全
般

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
 

①
体
調
不
良
 

　
食
事
や
生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ

る
と
、
自
律
神
経
が
上
手
く
働
か

な
く
な
り
、
倦
怠
感
、
疲
労
感
、

頭
痛
、
吐
き
気
、
微
熱
な
ど
の
症

状
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
抵
抗
力
が
落
ち
、
病
気
に
か

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

②
集
中
力
の
低
下
 

　
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
、
糖

分
が
必
要
で
す
。
朝
起
き
ら
れ
ず

に
朝
食
を
抜
く
よ
う
な
生
活
は
、

授
業
へ
の
集
中
力
を
下
げ
、
本
来

の
力
を
出
し
切
れ
な
い
ま
ま
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

③
情
緒
の
不
安
定
 

　
遅
寝
な
ど
で
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
が
乱
れ
る
と
、
イ
ラ
イ
ラ
感
が

つ
の
っ
た
り
、
落
ち
着
き
が
な
く

な
っ
た
り
、
気
持
ち
を
抑
え
る
こ

と
が
難
し
く
な
る
な
ど
、
感
情
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
 

 ●
生
活
習
慣
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
 

　
基
本
的
な
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。
 

・
早
起
き
・
早
寝
の
睡
眠
パ
タ
ー

ン
 

・
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
は
２

時
間
程
度
に
控
え
る
 

・
暑
さ
に
注
意
し
て
、
外
遊
び
な

ど
で
体
を
十
分
に
動
か
す
 

・
食
事
時
間
を
決
め
、
３
食
と
る
 

・
そ
う
め
ん
だ
け
、
パ
ン
だ
け
、

な
ど
の
「
だ
け
」
ご
飯
を
や
め
、

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
と
る
 

・
お
や
つ
の
時
間
を
決
め
る
 

・
水
分
補
給
は
、
糖
分
の
な
い
も

の
を
と
る
（
ス
イ
カ
な
ど
の
果

物
や
、
ジ
ュ
ー
ス
は
吸
収
し
づ

ら
く
、
肥
満
に
な
り
や
す
い
）
 

　
幼
児
や
小
学
校
低
学
年
の
お
子

さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
で
は
、
大
人

が
見
本
を
見
せ
て
一
緒
に
実
行
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
小
学
校
高
学

年
以
上
の
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家

庭
で
は
、
本
人
ま
か
せ
に
せ
ず
、

ご
家
族
で
話
し
合
い
、
ル
ー
ル
を

決
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

　
長
い
夏
休
み
も
、
も
う
残
り
半

分
を
切
り
ま
し
た
。
今
か
ら
生
活

習
慣
を
見
直
し
、
新
学
期
に
備
え

ま
し
ょ
う
。
 

ケーブルテレビ放送センター 
指定管理者を募集 

　施設の維持管理、運営を行う指定管理者を募集し
ます。詳しくは、町ホームページをご覧ください。 
指定管理期間：平成２４年４月１日から３年間 
申し込み・問い合わせ先 

ケーブルテレビ放送センター 
☎0287－92－1121

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果
をお知らせします。 
調査項目　健康項目、生活環境項目、その他 
採 水 日　５月１６日 
採水場所　１、周辺環境水 
　　　　　　　①投棄地直下河川 
　　　　　　　②小口川上流 
　　　　　２、投棄現場浸出水 
　　　　　　　①投棄地下流側観測井 
　　　　　　　②投棄地内観測井 
調査結果　周辺への汚染拡大の兆候は認められない。 
問い合わせ 
馬頭処分場整備室那珂川分室 

☎0287－92－1411 
環境総合推進室 

☎0287－92－1110

第２４回全国スポーツ・レクリエーション祭 
３Ｂ体操大会の交流事業出店団体を募集 
開催日・場所　１１月６日（日）総合体育館駐車場 
応募資格　町内で活動する団体・個人等 
提 出 物　出店者および出店内容等がわかるもの 
応募締切　９月９日（金） 
問い合わせ・応募先 
　企画財政課企画調整係　☎0287－92－1114

不法投棄現場周辺の水質分析結果 
（平成２３年度第１回年間変動調査分） 

節　電　家　庭　編　④ 

環境総合推進室 
　０２８７－９２－１１１０ 

冷
蔵
庫
の
上
手
な
使
い
方
！ 

東
京
電
力
 

「
ご
家
庭
で
の
節
電
の
お
願
い
」
よ
り
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環
境
に
関
す
る
人
材
育
成
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
！
 

　
町
は
、「
環
境
に
つ
い
て
考
え
、

行
動
す
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け

て
、
県
等
が
主
催
す
る
環
境
に
関

す
る
講
習
会
の
参
加
者
に
奨
励
金

を
交
付
し
ま
す
。
 

 ■
対
象
者
 

①
那
珂
川
町
に
居
住
し
て
い
る
方
。
 

②
講
習
会
終
了
後
、
町
が
行
う
環

境
学
習
の
促
進
に
協
力
す
る
意

思
が
あ
る
こ
と
。
 

 ■
奨
励
金
交
付
基
準
 

　
日
額
二
，
五
〇
〇
円
 

　
　
（
一
人
一
講
習
会
に
限
る
）
 

 ■
手
続
き
 

①
奨
励
金
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、

講
習
会
等
当
日
の
2
週
間
前
ま

で
に
、
口
頭
ま
た
は
電
話
申
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
講
習
会
受
講
後
、
結
果
報
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
講
習
会
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

各
自
主
催
者
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

 ■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
　
環
境
総
合
推
進
室
 

☎
0
2
8
7
―
9
2
―
1
1
1
0

※グリーンスタッフとは、森林に関する体験活動等をリーダーとして行っていただく方です。 

講習会名 

講演会の例（とちぎ「森の楽校」より） 

グリーンスタッフ 

養成講座 

9月24日 

11月 

11月 

12月 

1月 

緑づくり 

里山のしくみ 

 

人工林のなりたち 

森林と野生獣 

 

森林 
生物多様性 

宇都宮市 
緑の相談所 

宇都宮大学 
船生演習林 

宇都宮市 

宇都宮大学 
船生演習林 

宇都宮大学 
船生演習林 

無料 

無料 

無料 

無料 

無料 

緑化推進員会 
028-643-6801

開催日 概要 場所 費用 問い合わせ先 備考 

5回中3回以

上受講し、グリ

ーンスタッフと

して登録する

こと。 

　
冷
蔵
庫
は
、
家
庭
に
お
け
る
電

気
消
費
量
の
約
23
％
を
占
め
、
エ

ア
コ
ン
の
次
に
電
力
を
消
費
し
て

い
ま
す
。
 

　
冷
蔵
庫
は
、
24
時
間
使
う
も
の

な
の
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
無
駄
な
電
気
を
使
用
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
冷
蔵
庫
の
使

い
方
を
再
度
確
認
し
、
節
電
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
 

 ■
す
っ
き
り
と
し
た
収
納
 

①
冷
蔵
庫
内
に
食
材
を
詰
め
込
み

す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

②
冷
蔵
庫
内
で
食
材
を
入
れ
る
位

置
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

入
れ
る
位
置
を
決
め
る
こ
と
で
、

使
い
や
す
く
、
扉
の
開
閉
時
間

が
短
く
な
り
、
食
材
の
日
持
ち

も
よ
く
な
り
ま
す
。
 

③
保
存
容
器
や
ジ
ッ
パ
ー
つ
き
保

存
バ
ッ
グ
に
入
れ
、
す
っ
き
り

収
納
し
ま
し
ょ
う
。
 

 ■
温
度
の
調
節
 

①
調
理
し
た
食
材
は
、
よ
く
冷
ま

し
て
か
ら
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し

ょ
う
。
 

②
扉
を
開
閉
す
る
回
数
や
時
間
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
 

 ■
置
き
場
所
の
工
夫
 

①
冷
蔵
庫
の
周
囲
は
、
適
度
な
隙

間
を
設
け
ま
し
ょ
う
。
 

②
直
接
日
光
の
当
た
る
場
所
は
避

け
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
熱
源

か
ら
も
遠
ざ
け
ま
し
ょ
う
。
 

 ■
そ
の
他
 

①
ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン
が
傷
ん
で
い
た

ら
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
す
き
間
か

ら
冷
気
が
逃
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン
は
、
名
刺
程
度

の
厚
紙
を
挟
ん
で
、
落
ち
る
よ

う
な
ら
交
換
時
期
で
す
。
 



　
7
月
12
日
、
星
の
見
え
る
丘
農
園
（
谷

田
）
で
、
南
那
須
保
護
区
保
護
司
会
主
催

の
那
珂
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム
交

流
会
が
開
催
さ
れ
、
保
護
司
や
栃
木
ダ
ル

ク
入
寮
者
な
ど
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
栃
木
ダ
ル
ク
（
N
P
O
法
人
）
は
、
薬

物
依
存
症
者
と
そ
の
家
族
へ
の
回
復
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
、
今
回
の
交

流
会
は
、
入
寮
者
の
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
の

農
作
業
を
保
護
司
と
一
緒
に
行
う
こ
と
で

人
と
の
関
わ
り
に
慣
れ
、
社
会
復
帰
の
準

備
へ
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
夏
の
日
差
し

が
照
り
つ
け
る
中
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
な

ど
で
汗
を
流
し
、
そ
の
後
の
会
食
で
は
手

作
り
の
カ
レ
ー
を
囲
み
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
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小
川
小
学
校
同
窓
会
主
催
に
よ
る
第
61

回
塩
那
少
年
野
球
大
会
が
町
内
外
16
チ
ー

ム
出
場
の
も
と
、
7
月
16
日
、
17
日
の
2

日
間
、
小
川
運
動
場
ほ
か
2
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
開
会
式
で
馬
頭
ク
ラ
ブ
の
益
子
亮
太
主

将
（
馬
頭
小
6
年
）
に
よ
る
選
手
宣
誓
の

後
、
各
会
場
で
は
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
懸
命
な
プ
レ
ー
に
保
護
者

の
声
援
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

優
　
勝
　
馬
頭
ラ
ッ
キ
ー
 

準
優
勝
　
小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
 

第
三
位
　
烏
山
ク
ラ
ブ
 

第
三
位
　
矢
板
西
部
ク
ラ
ブ
 

　
例
年
よ
り
も
早
く
梅
雨
明
け
し
、
夏
本

番
の
強
い
日
差
し
の
照
り
つ
け
た
7
月
17

日
、
小
川
地
区
で
地
元
保
存
会
主
催
の
山

車
巡
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
小
川
公
民
館
で
行
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、

山
車
巡
行
の
無
事
を
祈
願
し
て
、
2
台
の

山
車
の
上
で
お
囃
子
が
披
露
さ
れ
た
あ
と
、

大
人
や
子
ど
も
た
ち
に
引
か
れ
た
山
車
は

巡
行
に
出
発
し
ま
し
た
。
お
囃
子
の
太
鼓

と
笛
の
音
が
町
内
に
響
き
渡
り
、
祭
り
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
 

　
7
月
23
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
に
て
第
61
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
南
那
須
地
区
推
進
大
会
が

開
催
さ
れ
、
管
内
の
保
護
司
や
民
生
委
員

児
童
委
員
な
ど
関
係
者
約
2
0
0
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
 

　
大
会
で
は
、
南
那
須
保
護
区
保
護
司
会

長
の
笠
井
一
夫
さ
ん
が
犯
罪
を
防
止
し
、

非
行
の
あ
る
少
年
の
立
ち
直
り
を
支
え
る

に
は
、
地
域
全
体
で
温
か
く
見
守
り
、
育

成
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
法
務
大
臣

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
、
ま
た
、
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
優

秀
賞
栃
木
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
賞
を

受
賞
し
た
瀬
谷
陽
菜
さ
ん
（
馬
頭
西
小
6

年
）
の
作
文
「
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
 

那
珂
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
 

フ
ァ
ー
ム
交
流
会
 

小
川
地
区
で
山
車
引
き
 

第
６１
回
塩
那
少
年
 

野
球
大
会
 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
 

南
那
須
地
区
推
進
大
会
 

馬頭西小学校 小川南小学校 
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明
治
44
年
7
月
26
日
生
ま
れ
の
星
ク
ラ

さ
ん
（
矢
又
）
が
百
歳
を
迎
え
、
大
金
町

長
か
ら
祝
い
金
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
黒
地
に
白
の
花
模
様
の
シ
ッ
ク

な
ブ
ラ
ウ
ス
で
、
身
の
こ
な
し
も
と
て
も

矍
鑠
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
 

　
健
康
の
秘
訣
は
、
日
頃
か
ら
自
分
で
で

き
る
こ
と
は
人
に
頼
ら
な
い
こ
と
、
食
事

も
好
き
嫌
い
な
く
家
族
と
同
じ
も
の
を
何

で
も
食
べ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
 

　
「
振
り
返
れ
ば
、
女
手
で
苦
労
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
孫
や
ひ
孫
に
囲
ま
れ
て

に
ぎ
や
か
に
し
て
い
る
時
が
一
番
幸
せ
で

す
」
と
笑
顔
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
損
傷
し
た
福
島

第
1
原
子
力
発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
た
放

射
能
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
得
る
た

め
の
講
話
が
、
7
月
19
日
、
馬
頭
総
合
福

セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
県
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
大
気
環
境
部
部

長
の
石
原
島
栄
二
氏
を
講
師
に
迎
え
、
原

子
炉
や
核
分
裂
の
仕
組
み
、
放
射
線
の
種

類
や
性
質
、
単
位
な
ど
の
用
語
の
解
説
、

半
減
期
や
人
体
へ
の
影
響
な
ど
の
基
本
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
県

内
（
宇
都
宮
市
）
に
お
け
る
上
水
の
放
射

能
の
推
移
、
空
間
線
量
率
の
推
移
、
現
在

の
状
況
な
ど
身
近
な
数
値
に
つ
い
て
の
話

を
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た
小
中
学
校
の
保
護

者
や
学
校
関
係
者
な
ど
は
、
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
熱
心
に
講
話
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。
 

　
温
泉
ト
ラ
フ
グ
料
理
講
習
会
が
7
月
12

日
に
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
行
わ

れ
、
町
内
の
旅
館
や
飲
食
店
の
調
理
人
な

ど
約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
習
会
で

は
、
身
欠
き
（
皮
や
内
臓
な
ど
毒
を
持
つ

部
分
を
除
去
す
る
作
業
）
し
た
温
泉
ト
ラ

フ
グ
を
使
い
、
フ
グ
刺
し
を
器
の
模
様
が

美
し
く
透
け
る
よ
う
に
薄
造
り
に
す
る
コ

ツ
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
者
は
講
師
の
手

元
に
真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
7
月
20
日
か
ら
は
温
泉
ト
ラ
フ
グ
の
本

格
的
な
出
荷
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
町
内

の
飲
食
店
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
も
2
、
3
日
前
ま
で
に
予
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
各
店
舗
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

星
ク
ラ
さ
ん
に
 

百
歳
の
お
祝
い
 

温
泉
ト
ラ
フ
グ
料
理
講
習
会
 

放
射
能
・
放
射
線
に
関
す
る
 

講
話
を
開
催
 

５０
万
人
達
成
を
記
念
し
て
 

馬頭西小学校 小川南小学校 

か
く
 しゃ
く
 

　
馬
頭
広
重
美
術
館
で
は
、
今
年
の
6
月

に
入
館
者
数
50
万
人
を
達
成
し
た
の
を
記

念
し
て
、
7
月
31
日
、「
入
館
者
50
万
人

達
成
イ
ベ
ン
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
午
後
5
時
に
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
り
、
友

の
会
会
長
や
大
金
町
長
な
ど
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
保
存

会
に
よ
る
勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
演
奏
の
後
は
文
化
協
会
茶
道
部

の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
呈
茶
」
と
役
場
そ
ば

打
ち
愛
好
会
に
よ
る
「
そ
ば
」
の
無
料
サ

ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、

日
本
古
来
の
「
和
」
の
テ
イ
ス
ト
に
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
こ
の
日
は
、
美
術
館
を
無
料
開
放

し
て
、
閉
館
時
間
を
午
後
7
時
ま
で
延
長

し
、
終
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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子育て支援センター 

☎0287－96－5223

★みんなの子育てひろば 
●きらきらベビークラス（0歳児） 

●ぴかぴかキッズクラス（1歳～就学前児） 

★マタニティークラス～ハローベビー！ 

※全て事前申し込みが必要となります。 
　たくさんのご参加お待ちしています♪ 
■お問い合わせ・参加のお申し込み 
　☎0287－92－1188 
　馬頭健康管理センター 

●イメージ編 

9月14日（水）10：00～ 

センターは、0歳から就学前のお子さん、お母さん、 
おうちの方の交流の場です。 

馬頭健康管理センターからのお知らせ 馬頭健康管理センターからのお知らせ 

9月9日（金）までに 
申し込んでください。　 

8月26日（金）までに 
申し込んでください。 

○
福
祉
基
金
へ
 

二
十
万
円
　
星
　
光
子
様
（
小
川
）
 

○
奨
学
基
金
へ
 

五
万
円
　
木
村
　
誠
様
（
和
見
）
 

○
馬
頭
西
小
学
校
へ
 

竹
箒
　
20
本
 

　
　
　
　
笹
沼
　
一
巳
様
（
小
砂
）
 

○
図
書
館
へ
 

図
書
「
世
界
文
学
全
集
」
全
38
巻
 

　
　
　
　
中
津
原
　
秀
子
様
（
松
野
）
 

図
書
「
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱
」
他
1
冊
 

　
　
　
　
　
　
友
田
哲
也
様
（
馬
頭
）
 

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ
 

八
千
円
　
匿
名
（
4
4
1
回
）
 

六
六
八
〇
円
　
匿
名
　
 

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ
 

二
万
円
　
益
子
和
弘
様
（
健
武
42
回
）
 

二
万
千
円
　
Ｊ
Ａ
な
す
南
ふ
れ
あ
い
感

　
　
　
　
　
謝
祭
　
様
 

寄
贈
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

9月6日（火）10：00～ 
交通指導員　●西さんの指導を受け、お子
さんと正しい交通ルールを身につけましょ
う。 
・交通安全のおはなし 
・交通安全手品 
・チャイルドシートの正しい付け方 
・交通安全寸劇　　など 

　離乳食、どうしていますか？これから始める人も、
すでに始まっている人も、離乳食に関する疑問・
不安に栄養士さんがお答えします。試食もあります。
ぜひご参加ください。 
日　時：９月６日（火）　受付9時半～12時 
内　容：「離乳食Ｑ＆Ａ」 

　簡単ランチをみんなで作ってみませんか？託児
もあるので、ママだけ調理に参加することもでき
ます。栄養愛情ランチで夏を乗り切りましょう！
※材料代が100円かかります。 
日　時：８月１６日（火）　受付9時半～12時 
内　容：「子どもが喜ぶランチを作ろう」 

　ワクチン不足により高校1年生から
優先接種となっていました子宮頸が
ん予防ワクチンについて、中学1年生
から中学3年生に接種を開始すること
になりました。 
問い合わせ：馬頭健康管理センター 
　　　　　　☎0287－92－1188

　赤ちゃんのいる生活ってどんなふうになるんだ
ろう？ちゃんとママやパパになれるかな…？そん
な心配や不安はありませんか？パパの妊婦体験も
できます。妊婦の気持ちをわかってもらいたい方、
ぜひご夫婦でご参加ください。 
日　時：８月２０日（土）　9時半～12時 
対　象：妊婦さんとその家族 

子宮頸がん予防ワクチン 
接種の再開について 

お子さんの成長とともに「こんな時どうしたら
いいのかな？」と悩むことがあると思います。 
誰かに相談してみたいけど・・一人で 
悩まず大喜先生に気軽に相談しては、 
いかがでしょう。 

月曜日～金曜日 
9：00～12：00 
13：00～17：00

たのしい絵本と紙しばいの会 
・8月18日（木）午前10:30～ 
・9月  1日（木）午前10:30～ 
・場所　馬頭図書館　視聴覚室 
　小さいお子さまのためのおはなし会です。 
　親子でご一緒にお越しください。 

おはなしきかせて 
8月18日（木）午前10:00～ 
気持ちを落ち着かせてお話を聞くことも大切ですよ。 
まほろばがたりの皆さんが来てくれます。 

JVCのおはなし会 

工作教室「ダンボールで作っちゃおう」 

オセロ大会 
8月23日（火）午前9:30～ 
皆でオセロをしましょう。参加賞があります！ 

工作教室 
8月25日（木）午前9:30～ 
夏休みの宿題は終わったかな？工作を作りましょう！ 
・参加申し込み　8月22日（月）まで 

なかよしひろば 
9月8日（木）午前10：00～　 
絵の具で遊ぼう。 
・参加申し込み　9月6日（火）まで 
・参加費　50円（おやつ代） 
・持ち物　飲み物（水分補給用）、着替え等 

生け花教室 
9月10日（土）午後1:30～ 
まだまだ暑い日が続きます。気持ちだけは涼しく 
したいですね。 
・会員以外の方の参加申し込み　9月6日（火）まで 
・花代　700円 

・8月21日（日）14:00～ 
・場所　馬頭図書館　児童室 
　ジュニアボランティアクラブの方たちが、アンパンマ
ンの紙しばいを読んでくれます。 

 おはなしの後は、ピカチュウやトトロのキャラクター
おりがみをつくりましょう。 

・8月23日（火）14:00～16:00 
・場　　所　馬頭図書館 視聴覚室 
・募集人数　20名（先着順） 
・参 加 費　無料 
・申し込み　馬頭図書館のカウンターか、電話で馬頭図 
　　　　　　書館までお申し込みください。 
 　　　　　☎0287－92－5015 
・講　　師　湊まりこ氏 
・内　　容　ダンボールや貝がらを使って、ひょうさつ
　　　　　やフォトプレートなど、自分のアイディア
　　　　　でいろんなものを作ってみよう！ 

　　　　　 小さい子はおうちの人と一緒にどうぞ。 

小川図書館の開館日について 
・小川図書館は、旧小川健康管理センターへ移転し、9
月1日より開館することになりました。 

　○平日の問い合わせ先　 
 　96 －2335 8 ：30～17：00 
　○土日の問い合わせ先 
 　92－5015　9:00～17:00 
・今までの小川公民館裏手の小川図書館には、職員はい
ませんので、ご注意ください。 

開館時間 
　午前９時～午後５時 
☎０２８７－ 
　９６－３１０９ 

「児童館」 
8月16日～9月15日 

のお休み 

馬頭図書館・小川図書館の休館日 
（8月16日～9月15日） 

馬頭図書館休館日 

8月22日（月）、29日（月）、 
31日（水）、 
9月5日（月）、12日（月） 

小川図書館休館日 

8月は休館です。 
9月2日（金）、9日（金） 

石井一成選手が甲子園出場 
　第93回全国高校野球
選手権栃木大会で優勝
して全国大会への出場
を決めた作新学院の石
井一成選手（高岡）が8月
1日、役場町長室へ優勝
報告に訪れました。 
 3塁を守る石井選手は
決勝戦でも右越え本塁
打で1点を先制するなど
攻守に渡って大活躍し、
作新学院の甲子園出場に大きく貢献しました。
父親の石井勲さんによると「観客が多ければ多
いほど調子が上がる」そうなので、甲子園の大
舞台での活躍が期待されます。 

かず　なり 
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日 月 火 水 木 金 土 

21 

28 

4 

11

22 

29 

5 

12

8/16 

23 

30 

6 

13

17 

24 

31 

7 

14

18 

25 

9/1 

8 

15

19 

26 

2 

9

20 

27 

3 

10



シリーズ『スポ少』紹介⑤ 

ＦＣアラノ スポーツ少年団 
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　ＦＣアラノは『児童の健全
育成』を主に『サッカーが好
きな子供の育成』と『うまく
て強いチームの育成』を指導
の３本柱に掲げ、日々活動し
ています。 
 チーム名(アラノ)の由来は、
旧馬頭町の新町(あらまち)と
いう土地名の“アラ”とサッ
カーの本場イタリアの都市名(ミ
ラノ等)でよく見かける“ノ”
をかけて“アラノ”と名づけ
ました。 
 第27回全日本少年サッカ
ー大会栃木県大会では準優勝
を成し遂げ関東大会出場を果
たすなど、これまでに数多くのタイトルを獲得してい
ます。 
 毎年秋にはＦＣアラノの主催大会『那珂川ちびっこ
ミニサッカー大会』を開催しており、毎回５０を超え
る沢山のチームが参加し盛大に執り行われております。
ミニサッカー大会としては県内最大級の大会です。ま

た、ＦＣアラノは、年間を通
してサッカーとフットサルの
大会に出場しています。 
  
【練習日】H23年度 
 ☆小学3～6年生:毎週月木 
 ☆幼児～小学2年生:毎週月 
【時間】☆19:00～20:30 
 ※基本的にナイター練習です。  
 ※土日に大会、練習試合等
　　があります。 
 ※フットサルの練習(大会)
　　は屋内(体育館)です。 
【練習場所】☆那珂川町小川
　　　　　　　運動場ほか 
 

※お父さんお母さん、子どもと共に充実したスポーツ
ライフを送ってみませんか。もちろん、「なでしこ」
（女子団員）も大歓迎です。 
連絡先 
ＦＣアラノサッカースポーツ少年団　団長　藤田善久 
　　　　　　　　　　　　　　　　090-1508-0340

ソフトボール投げで全国大会出場 東日本大会等出場激励会を開催 
～馬頭ウィングスポーツ少年団～ 
　全日本小学生選手権大会県予選会で3位となり、
第3回東日本小学生女子ソフトボール大会（7/30～
7/31・花巻市）と第28回関東小学生男女ソフトボ
ール大会（8/6～8/7・大田原市）に出場する馬頭ウ
ィングスポーツ少年団の激励会が、7月20日、山
村開発センターで行われました。 
 激励会では、まず大金町長から馬頭ウィング団
長の黒川隆行さん（馬頭）へ激励金の目録が手渡さ
れました。続いて町長の激励のあいさつがあり、
そのあと全員が大会に
向けての決意表明を行
いました。「今度こそは
優勝を持ち帰りたい」「一
つでも多く勝ちたい」「一
生懸命声を出して応援
したい」などと力強く決
意を語っていました。 

　小川南小学校６年の時庭彩加さんは、6月19日
に栃木市総合運動公園で行われた県予選会のソフ
トボール投げで1位となり、第27回全国小学生陸
上競技交流大会に出場することになりました。も
う少しで新記録となる58ｍ53の記録を出した時
庭さんは、7月7日に
役場町長室で行われ
た激励会で「思い切
り投げられて楽しか
った。全国大会では
60ｍ投げられるよう
にがんばりたいです」
などと話していまし
た。全国大会は、8月
26日・27日の2日間、
神奈川県の日産スタ
ジアムで開催されま
す。 

お
詫
び
と
訂
正
 

　
先
月
号
の「
シ
リ
ー
ズ『
ス

ポ
少
』紹
介
④
」の「
小
川
那

珂
ク
ラ
ブ
 
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
」の
コ
ー
ナ
ー
で
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。「
代
表
　
青
柳
」

さ
ん
の
連
絡
先
は
、正
し
く
は
、

「
☎
０
２
８
７（
９
６
）３
４
７

１
」で
し
た
。お
詫
び
し
て
、

訂
正
い
た
し
ま
す
。 

　
馬
頭
ウ
ィ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
東
日
本
小
学
生
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
優

勝
し
ま
し
た
。 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

那珂川町 
図書館 

虹
立
ち
て
さ
び
し
き
街
の
は
な
や
げ
り
 

農
園
の
杭
に
忘
れ
し
藁
帽
子
 

梅
雨
晴
間
お
に
ぎ
り
携
へ
出
発
す
 

水
棹
も
て
五
月
の
荒
瀬
さ
し
の
ぼ
る
 

清
和
な
る
空
や
慰
霊
碑
掃
き
清
む
 

君
臨
す
月
光
浴
の
白
牡
丹
 

宿
題
の
蚕
の
桑
を
採
り
に
行
く
国
民
学
校
四
年
生
の
夏
 

小
　
川
　
平
澤
　
照
雄
 

人
生
が
見
渡
せ
る
と
い
ふ
六
十
代
さ
れ
ど
那
須
野
に
朝
靄
深
し
 

小
　
川
　
佐
藤
　
孝
子
 

飛
ば
さ
れ
し
ハ
ン
ケ
チ
の
ご
と
ま
み
ど
り
の
八
溝
の
山
脈
白
鷺
が
ゆ
く
 

恩
　
田
　
上
杉
　
里
子
 

ほ
と
と
ぎ
す
時
節
忘
れ
ず
に
渡
り
来
て
鋭
き
声
の
夜
明
け
切
り
裂
く
 

小
　
口
　
影
沢
　
よ
し
 

正
月
用
に
と
友
が
呉
れ
た
る
花
豆
の
朱
色
の
花
が
炎
天
に
映
ゆ
 

盛
　
泉
　
岡
　
イ
チ
エ
 

息
子
の
作
る
濃
い
目
の
ス
ー
プ
旨
け
れ
ど
少
な
目
に
し
て
老
い
に
向
き
合
ふ
 

馬
　
頭
　
五
月
女
ト
ミ
ノ
 

　
馬
　
頭
　
塚
原
　
　
廣

　
松
　
野
　
大
高
　
富
美
 

松
　
野
　
鈴
木
　
君
枝
 

小
　
川
　
小
川
の
ぶ
子
 

吉
　
田
　
国
安
　
　
薫
 

小
　
川
　
和
泉
す
み
を
 

水
持
参
猛
暑
続
き
の
野
良
仕
事
 

地
区
リ
レ
ー
熱
気
の
中
に
走
り
ぬ
け
 

余
震
あ
り
全
財
産
を
抱
い
て
寝
る
 

白
球
を
追
っ
て
部
活
の
子
の
日
焼
け
 

鰻
屋
の
汗
が
鰻
を
旨
く
す
る
 

 

小
　
砂
　
笹
沼
　
季
子
 

　
大
山
田
下
郷
　
佐
藤
　
有
紀
 

小
　
川
　
平
澤
　
照
雄
 

薬
　
利
　
大
　
　
克
明
 

谷
　
田
　
岡
崎
　
甫
子
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か
い
こ
 

と
 
き
 

や
ま
 な
み
 

た
ず
さ
 

　
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
速
人
は
、
入
日
村
と
い
う
村
に
迷
い
込
む
。
そ
こ
は
、
河

童
や
天
狗
な
ど
の
妖
た
ち
が
闊
歩
す
る
不
思
議
な
村
だ
っ
た
。 

　
村
で
出
会
っ
た
少
女
は
、
こ
の
村
は
現
世
と
あ
の
世
の
狭
間
に
漂
っ
て
い
る
場

所
だ
と
い
う
。
現
世
に
戻
れ
な
く
な
っ
た
速
人
は
、
少
女
と
共
に
迷
え
る
魂
の

「
未
練
」
を
解
く
仕
事
を
始
め
る
こ
と
に
。 

　
と
び
き
り
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で
心
に
し
み
る
、
傑
作
民
俗
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。 

『
黄
泉
坂
案
内
人
』
 

仁
木
英
之
／
著
（
角
川
書
店
） 

　
昨
年
八
月
、
乳
癌
の
た
め
、
六
十
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
歌
人
の
河
野
裕
子
さ

ん
。
没
後
、
歌
集
が
異
例
の
増
刷
を
重
ね
、
新
聞
で
も
た
び
た
び
特
集
が
組
ま
れ

る
な
ど
の
反
響
が
続
い
て
い
る
。 

　
そ
の
河
野
さ
ん
は
夫
の
永
田
和
宏
さ
ん
と
、
出
会
い
の
頃
か
ら
何
百
首
も
の
相

聞
歌
を
作
っ
て
き
た
。
そ
の
後
も
、
結
婚
や
子
育
て
、
そ
し
て
発
病
、
再
発
、
死

ま
で
。
歌
人
夫
婦
が
交
わ
し
た
愛
の
歌
を
ま
と
め
た
一
冊
。 

『
た
と
へ
ば
君
』
 

河
野
裕
子
・
永
田
和
宏
／
著
（
文
芸
春
秋
） 

　
富
士
山
に
は
、
山
開
き
を
し
て
い
る
夏
の
た
っ
た
二
ヶ
月
の
間
に
、
四
十
万
人

以
上
の
人
が
登
る
。
そ
の
富
士
山
の
麓
に
生
ま
れ
、
富
士
山
の
登
山
ガ
イ
ド
を
し

て
い
る
著
者
は
、
日
本
一
高
い
富
士
山
に
は
、
人
を
ひ
き
つ
け
る
不
思
議
な
力
が

あ
る
と
語
る
。 

　
五
百
回
近
く
富
士
山
に
登
っ
た
著
者
が
、
ガ
イ
ド
と
し
て
見
た
富
士
山
の
魅
力

と
、
富
士
山
に
対
す
る
思
い
を
綴
る
。 

『
ぼ
く
の
仕
事
場
は
富
士
山
で
す
』
 

近
藤
光
一
／
著
（
講
談
社
） 

◇
『
猫
と
妻
と
暮
ら
す
』　
小
路
幸
也
／
著
（
徳
間
書
店
） 

◇
『
レ
イ
ジ
』　
誉
田
哲
也
／
著
（
文
芸
春
秋
） 

◇
『
ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー
』　
よ
し
も
と
ば
な
な
／
著
（
文
芸
春
秋
） 

◇
『
我
が
家
の
問
題
』　
奥
田
英
朗
／
著
（
集
英
社
） 

◇
『
八
月
か
ら
の
手
紙
』　
堂
場
瞬
一
／
著
（
講
談
社
） 

◇
『
パ
パ
は
今
日
、
運
動
会
』　
山
本
幸
久
／
著
（
筑
摩
書
房
） 

◇
『
骨
の
記
憶
』　
藤
原
智
美
／
著
（
集
英
社
） 

◇
『
ぬ
る
い
毒
』　
本
谷
有
希
子
／
著
（
新
潮
社
） 

◇
『
希
望
』　
乙
武
洋
匡
／
著
（
講
談
社
） 

◇
『
日
本
の
農
業
が
必
ず
復
活
す
る
45
の
理
由
』　
浅
川
芳
裕
／
著
（
文
藝
春
秋
） 

◇
『
常
識
い
ら
ず
の
お
料
理
入
門
』　
阿
部
絢
子
／
著
（
講
談
社
） 

◇
『
原
発
報
道
と
メ
デ
ィ
ア
』　
武
田
　
徹
／
著
（
講
談
社
） 

◇
『
間
違
い
だ
ら
け
の
ク
ル
マ
選
び
』　
徳
大
寺
有
恒
／
著
（
草
思
社
） 
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　相談は秘密厳守となりますので、
安心してご相談ください。 
期間　9月5日（月） 
　　　～9月11日（日） 
時間　午前8時30分～午後7時 
（土・日は午前10時～午後5時） 
実施　宇都宮地方法務局 　　　　
　　　栃木県人権擁護委員連合会 
問い合わせ　☎0570－003－110

「高齢者・障害者の人権 
あんしん相談」強化週間 

　和みのグリーン苔玉づくりに挑戦
しませんか。 
日時　9月3日（土） 

午後1時30分から 
場所　馬頭広重美術館 
講師　天生目　優　先生 
参加費　1,000円（材料費込み） 
定員　10名（先着順） 
問い合わせ　馬頭広重美術館 
　　　　　　☎0287－92－1199

馬頭広重美術館ワークショップ 
苔玉づくり教室 

　一般の部の出演者を募集します。 
開催日　10月4日（火） 
開催場所　那珂川町総合体育館 
対象者　南那須地区内に在住、また

は南那須地区に所在する事
業所に勤務する者 

出場規定　①合唱（時間5分以内） 
②合奏（時間8分以内） 

※それぞれ曲目及び人数は自由 
申込期限　8月26日（金） 
申し込み・問い合わせ 
　那珂川町生涯学習課 
　☎0287－96－2116 
　FAX 0287－96－4545

南那須地区音楽祭 
出演団体募集 

●「たんけん！発見！大田原市の遺跡」 
　古代なす学入門の受講生が、夏休
みの子ども向けに、大田原市の遺跡
をわかりやすく展示・紹介します。 
展示期間　8月28日（日）まで 
開催場所　小川館 
要入館料　（中学生以下は無料） 
休館日　月曜日 
●第19回企画展「那須と白河―接
圏の地　東山道、そして関―」 

　那須地域は陸奥国白河と接し、そ
の境には白河関が設置されました。
この地に関が置かれた状況や要因を
考えるとともに、那須と白河の歴史
を探っていきます。 
期間　9月17日（土） 
　　　～11月20日（日）まで 
開催場所　湯津上館 
要入館料　（中学生以下は無料） 
●オープニングイベント・講演「歌
枕としての那須と白河」 

日時　9月17日（土）13：30～16：00 
講師　和田　貞夫（当館館長） 
場所　小川館講堂 
定員　60名　　　参加費無料 
問い合わせ　なす風土記の丘資料館
小川館　☎0287－96－3366

夏休み体験活動 
「なつ！風土記2011」 

緊急雇用対策事業 
臨時職員を募集します 

～第2回予選会～ 
日時　8月28日（日） 
　1回目　10:30～　2回目　14:00～ 
場所　馬頭総合福祉センター集会室 
参加資格　中学生以上の町民 
条件　①アマチュアの方。 

②音源（ＣＤ、ＭＤ）を事前提
出、又はご持参出来る方。 

③自力でご来場できる方。 
＊会場までの送迎はございません。
応募締切　8月19日（金） 
＊出場は追ってご連絡いたします。 
＊所定の応募用紙にてお申込みくだ
さい。 

申し込み・問い合わせ　 
ケーブルテレビ放送センター 
☎0287－92－1121

うた那珂カラオケのど自慢 
出場者募集!!

日時　9月8日（木）13:30～16:00 
場所　小川総合福祉センター 
　　　あじさいホール 
対象　県民一般（入場無料） 
申込期限　9月2日（金）までに電話で

申し込む 
申し込み　南那須地区青少年育成連

絡協議会事務局 
　　　　　☎0287－82－2231

第34回少年の主張発表 
南那須地区大会のご案内 

　企業の雇用調整等により離職され
た非正規労働者等を対象に臨時職員
を募集します。 
●職種 1　林道等の環境美化作業補

助員 
募集予定　2名 
雇用期間　10月1日～平成24年3月31日

（6か月間のみ） 
募集期間　8月10日～31日 
申込書類等　町臨時職員雇用願（農

林振興課及び商工観光
課にあります）を農林
振興課に提出 

賃金　時給　900円 
勤務時間　月曜日～金曜日　 
　　　　　午前9時～午後5時 
雇用条件　要普通運転免許 

問い合わせ 
農林振興課（☎0287－92－1113） 
商工観光課（☎0287－92－1116） 

●職種 2　観光施設の維持管理及び
観光案内 

募集予定　1名 
雇用期間　10月1日～平成24年3月31

日（6か月間のみ） 
募集期間　8月10日～31日 
申込書類等　雇用願用紙（観光協会

にあります）を観光協
会へ提出 

賃金　時給　900円 
勤務時間　不定期（週40時間程度） 
雇用条件　要普通運転免許 
問い合わせ　那珂川町観光協会 
　　　　　　☎0287－92－5757
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　難病は、疾病の原因が不明で治療
方法が確立されていない病気です。 
難病に関する理解を深めるとともに、
相互理解のきっかけの場となること
を目的に開催されます。 
期日　9月17日（土）9時30分～16時 
場所　とちぎ福祉プラザ 
内容　相談コーナー、講演会、コン

サート等（相談は予約が必要
になります） 

問い合わせ　とちぎ難病相談支援センター 
☎028－623－6113

第8回なんびょうサポート 
とちぎのつどい開催について 

日時・場所　10月20日（木） 
　　　午後2時～午後4時 
　　　東市民活動センター（宇都宮市） 
申込書　8月18日（木）以降に那珂川

町役場上下水道課で配布し
ます。 

受付期間　9月1日～9月30日 
申し込み　（財）栃木県建設総合技術センター 
　　　　　企画開発部研修課 
　　　　　☎028－626－3187

平成23年度下水道排水設備工事責 
任技術者試験講習会のお知らせ 

　那須南病院の整形外科は、常勤医
師1名が診療にあたっておりますが、
外来患者数及び手術件数が多く診療
業務が厳しい状況です。このため、
外来診療を次のとおりといたします
のでご理解とご協力をお願いします。 
◇予定診療人数枠を設定させていた
だき、予定枠を超えた場合は以下
のいずれかの方法で対応します。 
①　後日の整形外科予約を取り、改
めて受診する。 

②　可能な場合は、当日は外科医師
が初期対応し、必要に応じて次
回整形外科予約を取る。 

③　近隣の整形外科医院を紹介しま
す。 

※なお、毎週火曜日は休診です。 
問い合わせ　那須南病院医事課 
　　　　　　☎0287－84－3490

那須南病院整形外科 
外来診療のお願い 

日時・場所　11月2日（水） 
　　　午後2時～午後4時 
　　　栃木県自治会館（宇都宮市） 
申込書　8月18日（木）以降に那珂川

町上下水道課で配布します。 
受付期間　9月1日～9月30日 
申し込み　（財）栃木県建設総合技術センター 
　　　　　企画開発部研修課 
　　　　　☎028－626－3187

平成23年度下水道排水設備工事 
責任技術者試験のお知らせ 

日時　9月10日（土） 
　　　午後1時30分～3時30分 
場所　那須塩原市いきいきふれあい

センター 
内容　学習会「高次脳機能障害を学

ぼう」講師：塩原温泉病院言
語療法科長　緒方啓一氏、交
流会 

対象　高次脳機能障害当事者、家族、
関心のある方 

定員　先着80名 
申し込み先　とちぎ高次脳機能障害
友の会　坂田 
☎・FAX　0289－65－0991 
Email　tkoji@bc9.jp

高次脳機能障害友の会（家族会） 
開催のお知らせ 

第34回小学生公園絵画展 
作品募集のお知らせ 

★お知らせ★ 
　8月12日から18日は、ニュースN・TOWNに
代わりニュースダイジェストが放送されます。 
　なお、番組は都合により予告なく変更す
る事があります。EPGでの確認を、お願いし
ます。 

時　間 

朝まで 

番　　組　　名 
ニュースN・TOWN

文 字 放 送  

文 字 放 送  
ニュースN・TOWN

ニュースN・TOWN

ニュースN・TOWN

ニュースN・TOWN

ニュースN・TOWN

ニュースN・TOWN

ニュースN・TOWN

ニュースN・TOWN

ニュースN・TOWN

アグリネット 

文 字 放 送  

文 字 放 送  

文 字 放 送  

文 字 放 送  

文 字 放 送  

文 字 放 送  

文 字 放 送  

運 び 屋 寄 席  

サイエンスCH　THE　MAKING

サイエンスCH　THE　MAKING
燃えよ虫拳 

企画番組2
企画番組 

週刊とちぎ元気通信 
栃木のきらめき 

週刊とちぎ元気通信 
栃木のきらめき 

那珂川町ケーブルテレビ 
番組タイムスケジュール 

5:30 
6:00 
6:30 
7:00 
7:30 
8:00 
8:30 
9:00 
9:30 
10:00 
10:30 
11:00 
11:30 
12:00 
12:30 
13:00 
13:30 
14:00 
14:30 
15:00 
15:30 
16:00 
16:30 
17:00 
17:30 
18:00 
18:30 
19:00 
19:30 
20:00 
20:30 
21:00 
21:30 
22:00 
22:30 
23:00 
23:30 
0:00 
0:30 
1:00

応募資格　栃木県内の小学生 
応募規程 
（1）題材　公園に行って遊んだり、
見たり、感じたりしたことや、
造ってほしい公園、未来の公
園などを想像して描いた絵な
ど公園に関するものを描いた

絵であれば題材は自由。 
（2）大きさ　四つ切の画用紙 
（3）彩色方法　自由 
（4）作品は未発表のものに限る 
応募期間　7月19日～9月5日 
応募方法　在籍している学校を通し

て提出。 
問い合わせ　栃木県公園事務所 

☎028－658－0128
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　「自殺予防いのちの電話」は、全国
のいのちの電話センターが一斉に特
設電話により対応するもので、毎年
自殺者が3万人を超えるという異常
事態の中で、ひとりの「いのち」で
も守りたいと願い企画されています。 
日時　毎月10日の午前8時から翌日 
　　　11日の午前8時までの24時間 
相談番号　☎0120－738－556 

（フリーダイヤル） 
問い合わせ　栃木いのちの電話　事

務局☎028－622－7970

フリーダイヤル 
「自殺予防いのちの電話」 
～毎月10日実施～ 　あなたは一人ではありません。 

どんな相談でも私たちに声を聞かせ
てください。 

女性支援ダイヤル 
☎028－793－0018 

相談は絶対外部に洩れることはあり
ません。安心してお電話ください。 
電話受付時間 
月・水　午後4時　～午後8時 
土・日　午前9時　～午後5時 
那珂川町DV被害者等支援 

ルゴサネット 

あなたはＤＶに 
悩んでいませんか 

　那須小川まほろば太鼓が創設され、
今年で15年を迎えます。これを記念
し、地域間交流を行っている秋田県
美郷町の菖蒲太鼓を招き、記念演奏
会を開催します。多くの皆さまのご
来場をお待ちしております。 
期日　9月3日（土） 

開場　午後6時 
開演　午後6時30分 

場所　小川総合福祉センター 
　　　あじさいホール 
入場料　無料 

那須小川まほろば太鼓 
15周年記念演奏会 

　那珂川町結婚相談所では、若者た
ちの様々な交流の場として「ふれあ
い交流事業」を企画しました。 
　自然に囲まれたお城のようなホテ
ルで、陶芸体験とランチブッフェに
よる食事で自由に交流します。 
　お気軽にお申し込みください。 
日時　9月25日（日） 

午前10時～午後3時頃まで 
各自現地集合 

場所　ふれあいの丘　シャトー・エ
スポワール（大田原市） 

参加資格 
●男性　25歳以上45歳までの独身者 

（町内在住者・在勤者を優先） 
●女性　22歳以上45歳までの独身者 

（居住地等制限なし） 
　※但し、共に学生は除く 
定員　男女共各 15名（先着順） 
参加費　男性　3,000円 
　　　　女性　1,000円 
申込期限　8月25日（木）まで 
（住所・氏名・電話番号・生年月日
等をお知らせください） 
申し込み・問い合わせ先 
　那珂川町結婚相談所 
　（事務局：役場 住民生活課） 
　☎　 0287－92－1112 
　FAX 0287－92－1164 
　E-mail： 
　koseki＠town.tochigi-nakagawa.lg.jp

素敵な出会いを 
見つけませんか!!

　家族セミナーは、こころの病気や
治療に関する知識やご本人との接し
方を学び、ご家族の悩み等を分かち
合うことなどを目的に開催していま
す。ご家族のお気持ちに寄り添いな
がら、サポートいたします。 
　ご参加、ご見学をご希望の方はお
電話をお待ちしています。 
時間　13：30～15：30 
場所　烏山健康福祉センター 
日程 
第1回　 8月26日（金） 
　講話「統合失調症はどんな病気？」 
第2回　 9月16日（金） 
　講話「上手な対応の仕方」他 
第3回　10月21日（金） 
　講話「生活支援サービスと福祉制度」他 
申込期限　8月22日（月） 
問い合わせ・申し込み 
　栃木県烏山健康福祉センター 
　（栃木県庁南那須庁舎内） 
　保健衛生課　保健師まで 
　☎0287－82－2231

こころの病（統合失調症）を 
もつ方のご家族の皆様へ 

受付期間　9月5日～9月30日 
※防衛大学校の推薦は9月8日まで 
職種　看護学生、防衛大学校学生、 
防衛医科大学校学生 
その他　試験日、試験会場、応募資格
については、お問い合わせください。 
問い合わせ　自衛隊大田原地域事務

所　☎0287－22－2940

自衛官募集のご案内 

　同事業は、先の大戦で父等を亡く
した戦没者の遺児を対象として、父
等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追
悼を行うとともに、同地域の住民と
友好親善を図ることを目的としてい
ます。 
費用　参加費として10万円 
申し込み　栃木県遺族会 
日程等の詳細は（財）日本遺族会事務
局☎03－3261－5521まで。 
実施地域 
（広域地域）①中国　②ボルネオ・マ
レー半島　③西部ニューギニア（1次）
④ミャンマー（1次）　⑤ソロモン諸
島　⑥マリアナ諸島　⑦西部ニュー
ギニア（2次）　⑧東部ニューギニア（2
次）　⑨トラック諸島　⑩パラオ諸
島　⑪フィリピン　⑫ミャンマー・
インド（2次）　⑬中国・バシー海峡（2次） 
（特定地域）①旧満州　②マーシャル・
ギルバート諸島　③ビスマーク諸島 

戦没者遺児による 
慰霊友好親善事業のご案内 
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八
月
に
入
り
、
厳
し
い
暑
さ
が

続
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
、
楽
し
い
夏
休
み
も
残

り
あ
と
半
分
と
な
り
ま
し
た
。
な

す
風
土
記
の
丘
資
料
館
で
は
、
今

年
も
夏
休
み
の
期
間
に
あ
わ
せ
て

縄
文
土
器
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
、
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
縄
文
土
器
は
、
粘
土
を
こ
ね
て

ひ
も
状
に
し
た
も
の
を
積
み
上
げ

て
形
を
作
り
、
縄
や
竹
な
ど
で
文

様
を
つ
け
ま
す
。
そ
の
後
、
十
分

に
乾
燥
さ
せ
、
焼
き
あ
げ
ま
す
。

乾
燥
前
の
段
階
の
土
器
は
と
て
も

柔
ら
か
い
の
で
、
作
る
人
の
考
え

や
感
性
で
、
様
々
な
形
や
文
様
に

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
今
年
も
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、

そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
土
器

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
　
　
 

　
し
か
し
、
縄
文
時
代
の
人
々
が

個
々
で
思
い
思
い
の
形
の
土
器
を

作
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
資
料

館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
土
器
を
よ

く
観
察
す
る
と
、
形
や
文
様
が
似

て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
同
じ
時
代
あ
る
い
は
同
じ
地

域
の
人
々
が
、
交
流
し
、
影
響
し

合
い
、
同
じ
よ
う
な
形
や
文
様
の

土
器
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。
土

器
は
、
時
代
が
経
つ
ご
と
に
形
や

文
様
が
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
変
化
を
時
間
の
物
差

し
と
し
、
文
字
の
記
録
が
な
い
時

代
を
知
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
遺
跡
か
ら

出
て
き
た
土
器
の
形
や
文
様
の
違

い
か
ら
、
ど
の
地
域
と
交
流
が
あ

っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
 

　
那
須
地
域
は
東
北
地
方
と
関
東

地
方
の
中
間
地
域
に
あ
る
の
で
、

両
地
域
の
特
徴
を
あ
わ
せ
た
独
自

の
土
器
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
那

珂
川
町
の
浄
法
寺
遺
跡
か
ら
は
、

新
潟
県
を
中
心
に
分
布
し
、
土
器

が
燃
え
る
炎
の
よ
う
な
形
を
し
た

「
火
炎
土
器
」
の
影
響
を
受
け
た

土
器
が
出
土
し
、
「
浄
法
寺
タ
イ

プ
」
と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

で
も
、
土
器
の
把
手
が
人
の
顔
を

模
し
て
い
る
「
人
面
把
手
付
土
器
」

が
浄
法
寺
タ
イ
プ
の
代
表
と
な
っ

て
い
ま
す
。
火
炎
土
器
は
福
島
県

会
津
地
方
で
も
多
く
見
つ
か
っ
て

お
り
、
阿
賀
野
川
・
那
珂
川
と
い

っ
た
、
河
川
を
通
じ
た
結
び
つ
き

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
他

に
も
那
須
地
域
か
ら
は
、
南
関
東

か
ら
中
部
地
方
に
見
ら
れ
る
土
器

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
縄

文
時
代
に
、
周
辺
の
地
域
と
積
極

的
に
交
流
し
て
い
た
こ
と
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
小
川

館
で
は
、
今
回
紹
介
し
た
「
人
面

把
手
付
土
器
」
の
他
に
も
、
様
々

な
土
器
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
、
ご
来
館
の
う
え
、
本

物
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
 

 （
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
 

　
　
　
　
学
芸
員
　
川
島
　
明
子
） 

（
氏
　
名
）
（
年
齢
）
（
住
所
）
 

青
山
　
マ
ツ
　
（
98
）
　
馬
　
頭
 

小
　
　
欣
一
　
（
83
）
　
馬
　
頭
 

磯
田
　
ク
メ
　
（
107
）
　
馬
　
頭
 

大
金
キ
イ
子
　
（
74
）
　
馬
　
頭
 

西
宮
　
　
均
　
（
77
）
　
馬
　
頭
 

郡
司
キ
ク
エ
　
（
88
）
　
健
　
武
 

端
　
　
　
保
　
（
71
）
　
健
　
武
 

薄
井
　
ミ
サ
　
（
94
）
　
健
　
武
 

塙
　
　
　
忠
　
（
58
）
　
矢
　
又
 

薄
井
　
光
江
　
（
85
）
　
小
　
口
 

大
金
　
シ
ナ
　
（
83
）
　
小
　
口
 

堀
江
　
三
好
　
（
73
）
　
小
　
口
 

磯
野
　
ヒ
ロ
　
（
89
）
 
北
向
田
 

黒
羽
　
満
子
　
（
84
）
 
久
那
瀬
 

鳥
井
　
ミ
キ
　
（
84
）
 
久
那
瀬
 

小
川
　
　
亘
　
（
88
）
　
松
　
野
 

中
津
原
義
夫
　
（
90
）
　
松
　
野
 

滑
川
ヒ
サ
ノ
　
（
86
）
　
谷
　
川
 

菊
地
　
ナ
ミ
　
（
87
）
 
大
那
地
 

木
村
　
美
明
　
（
83
）
　
大
山
田
上
郷
 

田
中
　
　
勲
　
（
68
）
　
小
　
砂
 

橋
本
　
フ
サ
　
（
86
）
　
小
　
川
 

渡
辺
　
勝
廣
　
（
68
）
　
小
　
川
 

長
谷
川
登
志
子
（
67
）
　
小
　
川
 

星
　
　
正
夫
　
（
80
）
　
小
　
川
 

菊
地
　
昌
男
　
（
74
）
　
吉
　
田
 

岡
　
ウ
メ
子
　
（
76
）
　
吉
　
田
 

小
森
　
ナ
ミ
　
（
92
）
　
谷
　
田
 

阿
久
津
ヒ
ナ
　
（
97
）
　
白
　
久
 

有
馬
　
　
夫
　
（
82
）
 
東
戸
田
 

松
本
　
ク
ニ
　
（
91
）
　
芳
　
井
 

江
面
と
み
子
　
（
62
）
 
浄
法
寺
 

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。
 

　
6
月
21
日
〜
7
月
20
日
 

　
受
付
分
　
　
　
敬
称
略
 

じ
ん
 め
ん
 と
っ
て
 

と
っ
て
 

つ
き
 
ど
 
き
 

じ
ょ
う
 ほ
う
 じ
 
い
 
せ
き
 

か
 え
ん
 
ど
 
き
 

人面把手付土器 
(浄法寺遺跡出土)

齋
藤
　
希
光
 

 笹
沼
　
彩
花
 

 笹
石
　
遊
 

  
津
戸
ひ
よ
り
 

 磯
　
　
颯
太
 

 北
條
　
碧
月
 

 小
林
　
梨
奈
 

矢
又
 

 和
見
 

 小
口
 

 小
川
 

 小
川
 

 小
川
 

 浄
法
寺
 

哲
也
 

恵
美
 

清
隆
 

　
利
 

純
一
 

真
由
美
 

靖
之
 

由
美
 

学
 

優
子
 

真
義
 

香
織
 

良
進
 

裕
美
 

8月1日現在の人口 
（住民基本台帳） 

（　）内は前月との比較 

男 

女 

計 

世帯数 

9,538人 

9,435人 

18,973人 

　6,134

（-1）  

（-22） 

（-23） 

（　0）  

（
氏
　
名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）
 

あ
や
 か
 

あ
か
り
 

ゆ
う
 
が
 

そ
う
 
た
 

み
 つ
き
 

り
 
な
 

+
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平成23年9月11日（日） 

 
【お盆の無料開放】 
8月14日（日）はお盆のため入館料が無料となり
ます。午後7時30分まで開館し、美術館のライ
トアップもあります。 
 
【美術館でおばけ大会！】 
8月14日（日）午後7時よりおばけ大会を行います。 
美術館を出発して、乾徳寺の裏のお墓までグルー
プで歩きます。対象は小学生以下の子どもたち。
（3年生以下は保護者同伴。）当日の入館者のうち、
先着50名様に参加券を配ります。 

18

企画展 
【よみがえる江戸のお化け・妖怪】 

第71回 

　夏と言えばおば

けのシーズン。今

年の夏は、江戸時

代のおばけたちが

広重美術館にやっ

てきます。 

　提灯から飛び出す幽霊は、伊右衛門を脅かすお

岩さん。この二人は夫婦だったのですが、伊右衛

門は病気がちなお岩さんを嫌うようになり、お岩

さんと別れて自分に惚れている梅という女性と出

世のために結婚しようと考えます。お岩さんは梅

のおじいさんから贈られた薬を飲むうちに、だん

だんと顔が腫れあがり、髪も抜けて見るも無惨な

姿に。そんなときに伊右衛門が自分を騙して離縁

しようとしていることを知り、お岩さんはもだえ

苦しんで死んでしまいます。 

　その後、伊右衛門は美しい女と出会いますが、

その女はお岩さんが化けた恐ろしい亡霊でした。

さらに提灯からもお岩さんの亡霊が現れて伊右衛

門は狂乱し、最後はお岩さんの身内の者に討たれ

て亡くなります。 

　これは実話に基づいて作られた『東海道四谷怪

談』という歌舞伎の話です。歌舞伎では燃え上が

る提灯からお岩さんの幽霊がすりぬけて出てくる

演出が大人気で、この場面は多くの浮世絵に描か

れました。 

　「よみがえる江戸のお化け・妖怪」展では、江

戸時代から明治時代にかけて作成された絵巻物や

浮世絵版画から、お化けや妖怪、幽霊たちをご紹

介します。お岩さんはもちろんのこと、河童やぬ

らりひょんといった現代の私たちにもお馴染みの

妖怪から、見たこともない、ブキミでオカシなお

化けまで勢揃い。美術館に一歩足を踏み入れれば、

江戸の妖怪の不思議な世界に引き込まれることで

しょう。 

馬頭広重美術館　主任学芸員　長井裕子 

三代歌川豊国画「東海道四谷怪談 蛇山庵室の場」 
（大屋書房蔵） 

ミニギャラリー 
作品募集！ 

入
選
「
ヤ
ナ
の
仕
掛
け
で
ア
ユ
取
り
」 

富
永
　
明
さ
ん
（
宇
都
宮
市
） 

入
選
「
祈
願
」 

　
　
　
山
中
　
富
夫
さ
ん
（
宇
都
宮
市
） 

平成22年度那珂川町観光写真コンテスト　受賞作品 

　あなたの作品を出展し
てみませんか？ 
　写真、絵画、絵手紙な
どの作品をお待ちしてお
ります。 
　申し込み・問い合わせ：
企画財政課広報広聴係 

0287－92－1114


